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2025年4月、当院では日本初の国産手術支援ロボット「 h i n o t o r i （ヒノトリ）」を導入いたしました。

まずは前立腺がんの手術から開始し、患者さまにより良い治療選択肢をご提供できるようになりました。

⚫ 8軸構成のオペレーションアームにより、従来の開腹手術や腹腔

鏡手術では実現できなかった繊細で複雑な動きが可能（図１）

⚫ より精密で安全な手術の実現

⚫ 小さな傷での手術により体への負担を軽減（図２）

⚫ 入院期間の短縮（10日程度）

増加する前立腺がんと治療選択肢

前立腺がんは近年増加しており、現在では男性の臓器別がん罹患率

で第１位となっています。治療方法は手術療法と放射線治療の２つ

に大きく分かれ、両者の治療成績はほぼ同等です。

当院ではこれまで高精度な放射線治療を中心に行ってきましたが、

今回ロボット支援手術が加わることで、患者さま一人ひとりの

ライフスタイルに合わせた幅広い治療選択が可能になりました。

当院で導入した「hinotori」は、日本の技術を集めた純国産の手術

支援ロボットです。ロボットが自動で手術を行うわけではありま

せん。執刀医が操作台で腹腔内カメラの映像を確認しながら、

ロボットを操作して手術を行います。

h i no t o r iについて

h i n o t o r iの特徴

泌尿器科以外にも消化器外科でも導入されており、より多くの患者さまにこの最新治療をご提供してまいります。
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咳やくしゃみ、立ち上がり、運動時などに尿漏れを経験したことはありませんか？
これは「尿失禁」と呼ばれ、多くは骨盤底筋の弱まりが原因です。骨盤底筋体操は、その改善や予防に有効とされています。

骨盤底筋体操とは

骨盤底筋を「おしっこを止める」「おならを我慢する」イメージで収縮と弛緩を繰り返すトレーニングです。腹筋を使わな

いのがポイントで、続けることで筋力が高まり、尿失禁の改善が期待できます。

対象者

当院では、前立腺手術後の方や、骨盤底筋の低下による尿失禁患者さまを主な対象としていますが、性別・年齢を問わず

誰にとっても大切な運動です。

運動姿勢

座位姿勢・立位姿勢・立ち上がり途中姿勢・

仰向け姿勢・足踏みをしながらなど、さまざまな

姿勢で実践可能です。デスクワークや電車内

でも周囲に気づかれず行える点も特徴です。

実践方法

右図を参考に、1日10回×3セットを目安に行いましょう。

徐々に回数を増やすと効果的です。

❶ 1秒収縮 → 5秒休憩 を10回（これを1セット）

 ❷ 5秒収縮 → 10秒休憩 を10回（1セット）

 ❸ 5秒収縮 + 1秒収縮×3回 → 10秒休憩 を10回（1セット）

 ※ 1日3セット（無理のない範囲で）を目安に行ってください。痛みがある場合は中止して担当に相談を。

骨盤底筋体操は、生活の中で無理なく続けられる簡単な運動です。ぜひ毎日の習慣に取り入れてみましょう。

実際に支援を受けられた患者さまからは、

といった声が寄せられています。

これらは生活の質（QOL）を大きく高め、スタッフに

とっても大きな励みとなっています。

当院では、患者さまができるだけ自分の力でトイレに行き、自然に排尿できるよう

サポートする「排尿自立支援チーム」が活動しています。高齢や病気、手術の影響

で排尿がうまくいかなくなることは珍しくありません。その結果、尿道カテーテル

を長期間使わざるを得ない方や、尿漏れに悩まれる方も少なくありません。

チームは医師・看護師・理学療法士・作業療法士などが

連携し、患者さま一人ひとりに合わせた支援を行います。

具体的な支援内容

⚫ 排尿パターンの詳しい評価と分析

⚫ トイレまでの移動動作や排尿動作の練習

⚫ 生活環境の調整（手すりの設置やトイレ改善など）

⚫ 食事内容や水分摂取の見直し

⚫ 薬物療法の調整

多職種でのサポート 笑顔につながる支援

排尿の悩みは、身体だけでなく心にも大きな負担となり、生活の質や尊厳に深く関わる大切

な問題です。非常にデリケートな内容のため、一人で悩んでいる方も少なくありません。

私たちは入院中はもちろん、退院後の生活まで見据えて支援を続けています。気になること

があれば、どうぞ遠慮なく排尿自立支援チームにお声かけください。あなたが安心して自立

した生活を続けられるよう、丁寧にサポートいたします。

排尿自立支援チームのご紹介
患者さまの「自分でトイレに行きたい」を応援します

排尿リハビリ「骨盤底筋体操」のご紹介
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自分でトイレに行けてうれしい

カテーテルが外れて安心した

家族の負担も軽くなった


	スライド 1
	スライド 2

